
2005~2025 年度 岩木健康増進プロジェクト健診に 

ご参加いただいた皆様へ 

 

下記の研究に用いるため、皆様の試料・情報を利用させていただきますので、お知らせいた

します。 

 

研究課題名：  疾病の診断と個別化医療法の確立に向けた血中アミノ酸プロファイルの解

析 

研究の目的 

ヒトの体の各組織は血液中のアミノ酸濃度パターン（血中アミノ酸プロファイル）を認識し

て、物質代謝を調節していることを明らかになってきています。特に、肝臓や筋肉への異所性

脂肪蓄積、高 LDL コレステロール血症などの生活習慣病の一部は血中アミノ酸プロファイルの

悪化が『原因』となって発症していることが最近の研究により明らかになっています。この研

究成果は、悪化した血中アミノ酸プロファイルを改善できれば、生活習慣病の治癒が期待でき

ることを示しています。 

そこでこの研究では、岩木健康増進プロジェクト健診において皆様から取得させていただい

た血中アミノ酸プロファイルと、脂肪肝や高 LDLコレステロール血症・高 TG血症・肥満などの

疾患やその中間指標との関連に着目しました。この関連が明らかになれば、病気の発症や進行

のサインとなるアミノ酸の特徴を見つけられる可能性があります。さらに、アミノ酸バランス

を悪化させる生活習慣や遺伝的な要因を明らかにすることで、病気の予防や治療法の開発につ

ながることが期待されます。 

研究実施期間： 実施許可日 ～  2028年 3月 31日 

対象となる方： 2005～2025年の岩木健康増進プロジェクト健診に参加された方 

利用させていただきたい試料・情報について 

以下の試料・情報を研究責任者である伊東 健の責任の下、標記研究課題実施のために弘前大

学内で利用します。 

------------------------------------------------------------------------------------ 

岩木健康増進プロジェクト健診において取得された以下のデータ 

 

【利用情報】  

□ 受付番号（ID）、性別、年齢、身長、血圧 

□ 体組成（TANITA, InBody） 

□ 骨密度（超音波）［音速(m/s)、透過指標(-dB/MHz)、OSI(x1000000)、Zスコア(OSI)、(SD)・

(%)、Tスコア(OSI)、(SD)・(%)］ 

□ 認知機能（教育年数、MMSE、論理的記憶 60歳以上） 

□ 頭の健康チェック 

□ BDHQ 

□ 遺伝子解析 SNPs 

□ 口腔内細菌叢（16SrRNAシーケンス）リード数 



□ 腸内細菌叢（16SrRNAシーケンス）リード数 

□ お薬手帳（薬剤名、分類、処方日） 

□ ロコモ 25判定〈ロコモ度（立ち上がり）,ロコモ度（2ステップ）,ロコモ度（ロコモ 25）,

ロコモ度(総合)〉 

□ 簡易フレイルインデクス 

□ アンケート 女性の健康について 

□ アンケート かぜ・毛髪・疲労について 

□ アンケート 感染症予防および疲労について 

□ 血液・尿検査 

白血球数、赤血球数、ヘモグロビン、ヘマトクリット、ＭＣＶ、ＭＣＨ、ＭＣＨＣ、白血

球像、血小板数、ＨｂＡ１ｃ、総ビリルビンＡＳＴ（ＧＯＴ）、ＡＬＴ（ＧＰＴ）、γ－Ｇ

ＴＰ、TP、クレアチニン、尿素窒素、尿酸、総コレステロール、ＴＧ（中性脂肪）、ナトリ

ウム、カリウム、クロール、カルシウム、無機リン、マグネシウム、血清鉄、血清血糖、

ＨＤＬ－Ｃｈｏ、Alb、ＩｇＡ、ＩｇＧ、ＩｇＭ、Ｃ３、Ｃ４、アポ蛋白Ｂ／Ａ１比、アポ

蛋白Ａ１、アポ蛋白Ｂ、アポ蛋白Ｅ、ＬＤＬコレステロール、１，５－ＡＧ、グリコアル

ブミン、ＡＬＰ、フェリチン、ＴＳＨ、セレン、遊離テストステロン、コルチゾール、Ａ

ＣＴＨ、血漿レニン活性、レプチン、膵グルカゴン、アミノ酸、全脂質脂肪酸、インター

ロイキン１β、インターロイキン－６、ＩＬ－８：ＥＩＡ、インターロイキン１０、ＩＬ

－１２：ＥＬ、遊離脂肪酸、ＺＴＴ、ＬＤ（ＬＤＨ）、好酸球数、ＩｇＥ（ＲＩＳＴ）、イ

ネ科－マルチ、雑草－マルチ、ハウスダスト１、スギ、抗核抗体：ＦＡＴ（旧）、抗核抗体：

ＦＡＴ（新）、総ホモシステイン、心筋トロポニンＴ、心筋トロポニンＩ、赤血球プロトポ

ルフィ、血中ＦＤＰ、トータルＰＡＩ－１、セロトニン、ＶＷ因子、Ｄダイマー、浸透圧・

血清、リポ蛋白（ａ）、ＭＤＡ－ＬＤＬ、抗ＣＣＰ抗体、ＭＭＰ－３、ＨＢｓ抗原：ＣＬＩ

Ａ、ＨＣＶ抗体ⅡＣＬＩＡ、Ｈピロリ抗体（国内）、ＨＰ抗体／ＡＢＣ、ペプシノゲン：Ｌ

Ａ、フィブリノーゲン、ヒアルロン酸、エストラジオール、アルドステロン、ＳＭ－ＣＩ

ＧＦ－Ｉ、Ｍ２ＢＰＧｉ、Ⅳ型コラーゲン－７Ｓ、高感度ＰＳＡ、ペントシジン、バゾプ

レシン、テストステロン、シスタチンＣ：ＬＡ法、ｈＡＮＰ、ＤＨＥＡ－Ｓ、ＢＮＰ、Ｌ

Ｈ、ＦＳＨ、ＢＤＮＦ、高感度ＣＲＰ、ＴＡＲＣ、Ｇ－ＣＳＦ、遊離Ｔ４、遊離Ｔ３、サ

イログロブリン、オステオカルシン、ＰＴＨ－インタクト、ＮＴｘ・血清、ＧＨ、骨型Ａ

ＬＰ（ＢＡＰ）、ｕｃＯＣ、ＴＲＡＣＰ－５ｂ、ｔｏｔａｌＰ１ＮＰ、２５ＯＨＶＤ分画、

１α２５ビタミンＤ、ＩＦＮ－γ：ＥＬ、腫瘍壊死因子－α、ＬＲＧ、ＣＲＰ定量、イン

スリン、アディポ：ＬＡ、Ｃぺプタイド、血管内皮増殖因子、プロラクチン、カテコール

Ａ３分画、カルシトニン、ＩＣＴＰ、プロジェステロン、抗ミュラー管ホルモン、亜鉛、

血清銅、不飽和鉄結合能：比色、総鉄結合能：比色法、ＲＬＰコレステロール、Lymphocyte、

尿中ＡＬＢ：ＴＩＡ、アルドステロン・尿、コルチゾール・尿、遊離コルチゾール、メタ

ネフリン２分画尿、Ｃペプタイド・尿、８－ＯＨ－ｄＧ、尿中Ｌ－ＦＡＢＰ、尿蛋白定性、



尿糖定性、尿潜血反応、ペントシジン・尿、NAG、β２ＭＧ・尿、クレアチニン：酵素法、

クレアチニン・尿、浸透圧・尿、カリウム・尿、ＣＡ３分画・尿、５－ＨＩＡＡ・Ｃｒ補

正、ＨＶＡ・Ｃｒ補正、ナトリウム・尿、尿中アクアポリン２、尿素窒素・尿、デオキシ

ピリジノリン(Dpyr)、ＮＴｘ・尿 

 

----------------------------------------------------------------------------------- 

【解析デザイン】  

 岩木健診で得られた検査値や生活習慣、遺伝子情報と、アミノ酸プロファイルとの関係

を詳しく解析します。解析には、人工知能（AI）技術の一つである機械学習を用い、多数の

データの中から特徴的なパターンを見つけ出します。具体的には、多項目のデータを可視化

する手法を使ってデータを整理し、重要な特徴を抽出します。 

その後、抽出した特徴と、脂肪肝やコレステロール・中性脂肪値、肥満などに関連する検

査値との関係を統計学的に調べます。さらに、機械学習の手法を活用し、将来の健康状態や

病気のリスクを予測する方法の開発も目指します。 

これらの解析を通して、病気の発症につながる特徴的なアミノ酸バランスを明らかにする

とともに、その変化に関わる生活習慣や遺伝的な要因を見つけ出し、病気の予防や治療につ

なげることを目指します。 

 

なお、本研究で利用する情報は、収集後、加工（氏名、住所および生年月日と切り離し、

照合のための符号・番号を付与）され、弘前大学で管理されているものです。 

研究成果については、学会発表や論文投稿等の方法で公表されますが、その内容から対象

者個人が特定される事はありません。そのため、本研究により個人に還元する臨床的意義の

ある結果は得られないため、個別の結果については原則としてお答えできません。 

 

本研究で得られた測定結果で COIの管理するデータベースに登録されたデータは、将来、

十分に関連のある研究に提供する可能性があります。 

 

研究への利用に同意いただけない場合には、「情報利用提供停止願い」をご提出ください。

受領後、その方の試料・情報を対象から除外します。ただし、ご連絡いただいた時点で既に

研究成果公表済の場合は、該当者のデータのみを削除する等の対応は出来かねますので、ご

了承願います。 

 

本研究課題について、より詳細な内容をお知りになりたい場合や、試料・情報の利用に同

意いただけない方／その代理人の方は、以下の連絡先までご連絡ください。 

 



本件連絡先 

弘前大学大学院 医学研究科 バイオメディカルリサーチセ

ンター 分子生体防御学講座 

教授 伊東 健 

住所：〒036-8562 青森県弘前市在府町 5 

電話：0172-39-5157 

FAX：0172-39-5158 

情報利用停

止願送付先 

弘前大学大学院医学研究科附属健康・医療データサイエンス

研究センター 医療データ解析学講座 

教授 玉田 嘉紀 

住所 〒036-8562 弘前市在府町 5 

電話：0172-39-5037(代表) 

FAX：0172-39-5205 
 

 


